
　主に市民交流センターを利用し活動している文化・ス
ポーツ活動団体や公益活動団体のうち、8３団体が構成す
る実行委員会により開催されました。滋賀県住みます芸人
「ノーサイン」のオープニングを皮切りに、パネル展示やス
テージ発表、体験コーナーなどのプログラムを楽しみつつ、
仲間や参加者と交流を深めました。

もりやま市民活動フェスタ 2022

11月19日、20日 市民交流センター

日頃の活動成果を
舞台や展示で発表

芸術の秋
子どもたちの力作で笑顔に

　市内の保育園・幼稚園・こども園・小・中学校の子ども
たちの絵画・立体・書写1,92３点と、市立４中学校の美術
部の作品が展示されました。自分の作品を見つけて誇らしげ
な子どもや保護者などが熱心に鑑賞していました。初めてわ
が子の作品が展示された保護者は「幼稚園でのびのびと
作った作品が展示されて、とてもうれしい」と話していました。

第53回 守山市青少年美術展覧会

11月10日～16日 市民ホール�展示室�ほか

もりやま冬ホタル 2022 点灯セレモニー

　守山の初夏の風物詩であり、環境のバロメーターでもある
ホタルを、年間を通じて楽しんでほしいという願いから「冬ホ
タル」と名付けられたイルミネーションが、今年も点灯してい
ます。セレモニー当日は、コンサートやマルシェなどが開催
され、スカイランタンと子どもたちがペットボトルで作ったイ
ルミネーションも点灯しました。
11月19日 駅前緑地公園、あまが池親水緑地�ほか

冬にもホタルの輝きを
銀座商店街クリスマスツリーも点灯

紙芝居の後は実際の畑で
ダイコンやカブラと見比べ

　玉津こども園の5歳児60人が、近江の伝統野菜「もりやま
矢島カブラ」について学びました。地域住民の藤
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さんを招いて、矢島カブラの名前の由来や特徴を紙芝居で
学びました。その後、実際に地域の畑まで出掛け、大きく
育った普通のカブラ、矢島カブラ、ダイコンなどを引き抜い
て、葉っぱや根の色や形を見て確かめました。

矢島カブラってどれかな？

11月24日 矢島町の畑

●「 とにかく“守山”が好き！
　もりやま青年団」（再放送）　
　12月16日（金）午後８時20分～８時25分

●「 未定」　
　1月6日（金）午後5時20分～5時25分
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広報もりやまは
右記施設に設置

スマートフォンでも
広報が読めます

※�アプリの使用は無料ですが、
通信費は各回線ごとのご負担
となります。
※�アプリの閲覧中に広告が表示
されますが、その内容に守山
市は責任を負いません。

市役所、各地区会館、JR守山駅（駅前総合案内所）、市立図書館、
すこやかセンター、市内金融機関、市内郵便局、市内平和堂各店と
アルプラザ栗東、丸善守山店、市内セブンーイレブンなど

「マチイロ」アプリを
インストール

「Sidebooks」アプリを
インストールし、

「ちいき本棚」を選択

「守山ニュース」びわ湖放送
毎月第１・３金曜日放送中

YouTube「守山市広報」で
過去の放送を視聴できます
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